
《庁内のデータ所管課・データ保有者・監督官庁》
●やまがた幸せデジタル推進課

⇒各種オープンデータの取りまとめ
●総合交通政策課

⇒オープンデータプラットフォームの取りまとめ
●統計企画課

⇒各種データの取りまとめ
●学事文書課

⇒私立学校、大学通学者 等
●健康福祉企画課

⇒病院情報 等
●地域福祉推進課

⇒福祉タクシー事業者情報、福祉バス事業者情報 等
●商業・県産品振興課

⇒大規模商業施設情報、大規模商業施設運行バス情報 等
●観光復活戦略課

⇒観光施設利用者、観光バス利用者 等
●県立病院課

⇒病院利用者 等
●教育政策課

⇒生徒の通学者 等

公共交通オープンデータ活用研究会について

研究会構成メンバー

概要

《データ利用者》

●株式会社駅探
⇒ODを活用した経路検索、移動需要に関するサービスの提案

《座長》 ●本間裕大氏
東京大学生産技術研究所 人間・社会系部門 准教授

《研究機関》
●山形大学
●山形県産業短期大学

⇒交通利便性向上に資する研究に関する知見及び必要データの示唆

《関係機関・データ保有者》
●東北運輸局山形運輸支局

⇒交通事業者情報

＜目的＞
交通利用者の利便性向上及び地域経済やコ
ミュニティの活性化につなげるため、バスや鉄
道等の運行情報や、商業、医療・福祉、観光等
の輸送サービスの情報、また、移動実態・交通
需要に関する様々なデータ・情報を一元的に収
集し、利用者や事業者等に適切かつ継続的に
共有できるよう、交通やそれに関係する医療・
福祉・防災・観光等の様々な分野のオープン
データ（OD）のあり方の検討を行う。

＜位置づけ＞
「山形県地域公共交通情報共有基盤（オープン
データプラットフォーム：ODPF）」の再構築に向
け、ODの提供・活用に対する意識の共有・検討
する場と位置づけ、ODのあり方や活用に向け
たODPF構築の方向性を明らかにし、ガイドライ
ン案を作成することについて協議・検討する。

＜協議・検討内容＞
○各分野における輸送ニーズを明らかにし、各分野における

輸送サービスと地域公共交通を束ねる等により、利便性を

向上させる可能性を検討
○上記の実現に必要なデータとそのオープン化に向けた

課題整理
○ODPFの運用検討

（ガイドラインの再整備：データの選定・収集・更新方法、
データの利用方法等の整理）

《データ利用者・保有者》
●山交バス株式会社

⇒ODを活用した路線再編等、バス利用者情報
●山形県タクシー協会

⇒ODを活用した営業区域再編等、加盟タクシー事業者情報

《活性化協議会・市町村》

●山形市企画調整課
⇒地域公共交通におけるOD活用、コミュニティバス情報

《事務局》

●総合交通政策課

●株式会社デジコンキューブ
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